
 

 

【自分づくり】社会に目を開き 「なりたい自分」の姿を描き 実現しようとする人  

３年生にとっても、１，２年生にとっても新たなスタート 
 喜劇王チャーリー・チャップリンは、「あなたの最高傑作は何ですか？」と尋ねられて、こう答え

たと言います。「次の作品だ。(The next one is the best.)」 

第３学期の最初の職員会議の冒頭で、私は職員にこう呼びかけました。 

 卒業式には「今度の卒業生が私たちの最高傑作です。」、卒業式が終わったら、「来年の卒業生

が最高傑作です。」 そう言えるように本年度のしめくくりをしましょう。 

３月１３日（月）、その日がとうとう訪れました。来賓控室

となった校長室で「うちの子どもたちを見てください。」そう

言って、皆さんを式場にご案内しました。 

式が始まってまず印象深かったのが、入場してくる卒業生の

凛（りん）とした態度です。そして、圓通圭司学年主任はじめ学

年の先生方もどこか誇らしげで、「やっぱり卒業生の担任をす

ることが、教員生活の花だな。」と実感させられました。 

私から卒業証書を受け取るときの一人一人の表情も実に晴れ

やかで、私も自然に笑顔になっている自分を自覚していました。「この子たちを立派に送り出してや

ろう。」と式辞を読むときにも自ずと気合が入ります。また、正木義輝学校教育課長様からは教育委

員会告示を、ＰＴＡ会長 鈴木辰也様と市議会議員 安藤 聡様からそれぞれご祝辞を頂戴し、卒業生

は喜びと決意を噛みしめているようでした。 

送辞は在校生を代表して、現生徒会長の菊田茉菜（まな）さんが、「先輩方とこの校舎で会えないのか

と思うと寂しさでいっぱいになりますが、私たちも前を向いて進んでいきます。皆さんが築き上げて

きた伝統に誇りを持ち、一人一人が相手を思いやることのできる、温かい絆でこれからの三中を受け

継いでいきます。」と決意を述べ、さらに「先輩方なら自

分の意志を持ち、まっすぐに前進し、自分らしい色の輝い

た花を咲かせてくださると信じています。」とエールを送

りました。 

これに呼応して、前生徒会長の小林杏優（あゆ）さんは、

こう答辞を述べました。 

私たちとともに三中を作ってきた在校生のみなさん、

これからは皆さんが伝統を引き継ぐ番になります。須

賀川三中の伝統を引き継ぎ、また新たな伝統を築き上

げていってください。皆さんなら安心して任せられま

す。これからの在校生の皆さんの活躍を心から応援しています。私たちと一緒に活動してくれた

日々は忘れません。『今まで本当にありがとう。』 

 卒業式は、卒業生にとっては義務教育のゴールであると同時に自己決定後の新たなスタートです。

さらに、卒業生と在校生のこのようなやりとりからわかるのは、１、２年生にとっても次のステージ

へのスタートであるということです。２年生が、次の私たちの最高傑作になります。１年生は２年生

の背中を追いかけながら、次の次の私たちの最高傑作になってくれることでしょう。 

○自ら考え、表現できる人（創造） 

○仲間とともに高め合える人（共生） 

○心身ともにたくましい人（健康） 
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贈る言葉～卒業文集より～ 
 卒業文集から学年主任と進路指導主事（副担任）の言葉をご紹介します。少し汚くなってしまいま

したが、それぞれの教師の思いをご理解いただければありがたいと思います。 

学年主任 圓通圭司 

 進路指導主事（副担任） 石井路子 

本校ホームページでもご覧いただけます。アドレス http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=196 
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